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メラノガステル属 Melanogaster Corda はイグチ目ヒダハタケ

科に分類される、 地下生菌からなる属である。 国内からは、

M. broomeanus Berk.、 M. fusisporus Y. Wang、 M. intermedius 

(Berk.) Zeller & C.W. Dodge お よ び M. utriculatus Y. Wang, 

Castellano & Trappe の 4 種が記録されている （勝本、 2010）。

本属に属するアカダマタケには国内のほとんどの図鑑で M. 

intermedius の学名が充てられているが、 佐々木ほか （2016）

は M. utriculatus の学名を充てており、 統一見解が得られてい

ない。 そこで本稿では、 国内で比較的頻繁に採集される種で

あるアカダマタケの分類学的扱いについて、 過去の文献を基

に論考する。
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緒言

日本産アカダマタケの分類学的背景

筆者らの知る限り、 国内で初となるメラノガステル属菌の報

告は、 1971 年、 月刊誌 「菌蕈」 に掲載された𠮷見昭一氏

の記録にさかのぼる。 𠮷見 （1971） は、 相良直彦博士が

採集した京都府および大分県産標本に基づき "M. nipponica 

Sagara et Yoshimi sp. nov." として記載し、 これにアカダマタケ

の和名を与えた。 しかし、 これはラテン語記載を伴わない、

命名規約上非合法なものであった。 𠮷見 （1971） はアカダマ

タケの標本 （No. 2237） に基づく子実体のスケッチ、 ならびに

検鏡図や写真を掲載し （図 1）、 さらに日本語による形態記載

も行った。 興味深いことに、 本種の形態記載と検鏡図におい

て 「短毛状突起」 と表現される胞子表面から伸長する特異な

毛状構造の存在が示されている （図 1 “plate II”）。 また、 ア

カダマタケと類似した形状の胞子を持つ M. intermedius と比較

して、 「胞子の大きさ、 形は同じであるが、 短毛状突起はない

のが区別点である」 と明記されており、 𠮷見氏が短毛状突起

の有無を種の識別上重要な形質であると認識していたことが窺

われる。 ところが 1980 年代以降、 アカダマタケの学名には同

氏によって M. intermedius が適用されるようになった （𠮷見 ・

高山、 1986）。 𠮷見 ・ 本郷 （1989） は M. nipponica と命名し

た当初の標本 （No. 2237） の子実体のスケッチ （図 1 “plate I”）

を再掲したが、ここでも学名はM. intermediusに変更されている。

その後、 他の多くの図鑑において同様にアカダマタケの学名と

して M. intermedius が採用されたため （例：今関ら、1988；本郷、

1994）、 アカダマタケの学名として M. intermedius が定着した。

一方、 𠮷見氏が最初に報告したアカダマタケの標本 （𠮷

見 No. 2237） は、 海外の研究者に渡り、 M. utriculatus とし

て正式に新種記載された （Wang et al. 2005）。 Wang et al. 

（2005） はこの標本について、 相良博士が 1970 年 10 月に京

都市内で採集したもので、 標本番号は OSC Yoshimi #2237 で

あることを明記している。 すなわち、 アカダマタケの標本 （𠮷

見 No. 2237） は、 𠮷見 （1971） によって非合法名である M. 

nipponica が与えられた後、 同氏により既知種の M. intermedius
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図 1． 𠮷見 （1971） によるアカダマタケ Melanogaster nipponica の図 （引用

元より転載）． plate I：標本（𠮷見 No.2237）の子実体外観および断面図（同

一図は𠮷見・本郷 （1989） にも掲載）． plateII：検鏡図． plateIII：検鏡写真．
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と再同定され （𠮷見・本郷、1989）、最終的に Wang et al. （2005）

によって M. utriculatus として正式に新種記載されるという複雑

な経緯を辿った。 佐々木ほか （2016） はアカダマタケの学名

に M. utriculatus を採用する一方、 本属未同定種のアナアキ

アカダマタケについて 「本種は Melanogaster intermedius と

されていた」 と述べている。 しかし、 上述した分類学的背景

を考慮すると、 国内で M. intermedius とされていた種は M. 

utriculatus であると考えるのが妥当である。

続いて、 𠮷見 （1971） に示された短毛状突起について論

考する。 アカダマタケの胞子を観察すると、 表面が平滑 （図

2A）、 粗面 （図 2B）、 さらには針状 （図 2C） に見える胞子が

確認される。 これは胞子表面を覆う透明な膜に可塑性があるこ

とに由来すると考えられる。 すなわち、 𠮷見 （1971） が観察

した 「短毛状突起」 は、 胞子表面のしわ状の透明な膜を、 毛

状の突起と誤認識したことに由来すると推察される。 𠮷見氏の

アカダマタケの観察記録を辿ると、1971 年は「短毛状突起」（𠮷

見、1971）、1986 年は 「細針状突起」 と記述されているが （𠮷

見 ・ 高山、 1986）、 1989 年には、 「胞子表面は付着物によっ

て粗面に見える」 と記述されており （𠮷見 ・本郷、 1989）、 胞

子の突起とみなした記述が見られなくなってゆく。 最終的に𠮷

見氏は、 胞子表面のこのような構造を、 種の識別上さほど重

要視せず、 胞子サイズや形状の類似した M. intermedius と同

定したと推定される。 一方、 Wang et al. （2005） は胞子表面

の構造を透明な膜とみなし、この特徴をもとに新種と判断し、M. 

utriculatus として記載するに至った。

上記の検討結果から、 アカダマタケの正名としては佐々木

ほか （2016） と同様、 M. utriculatus を採用し、 非合法名で

ある M. nipponica および国内産 M. intermedius については M. 

utriculatus のシノニムとして扱うのが妥当と考えられる。 この結

果に基づき、 以下にアカダマタケの分類学的位置について再

定義を行う。

図 2． 栃木県産アカダマタケ Melanogaster utriculatus （TPM-M-8971、 栃木

県立博物館収蔵） の透明な膜に覆われた胞子． A ：平滑に見える胞子． 

B ：粗面に見える胞子． C ：針状に見える胞子． スケール： 5 µm．
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Melanogaster utriculatus Y. Wang, Castellano et Trappe, 

Mycotaxon 93: 315. 2005.

= Melanogaster nipponica Sagara et Yoshimi, Kinjin 17 (3): 31. 

1971, nom. inval.

= Melanogaster intermedius (Berk.) Zeller et C.W. Dodge sensu 

Yoshimi et Hongo in Imazeki et Hongo, Colored illustration 

of mushrooms of Japan Vol. II. 201. 1989.; non Zeller et C.W. 

Dodge, 1936.
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